
はじめに

プルーストとトーマス・マンの文体を比較すると，緻密さにおいてトーマス・マンはプルーストに到底及ばな

い。この衝撃的な分析が私のその後の人生に及ぼした影響は大きかった。それは私の最初の留学期だった。警察

の姿が目立つ首都ボンから，平和そのもののヘッセンの小都市マールブルクに移った私をいきなり襲ったのがこ

のマン劣等説であった。この断定は，ドイツ流のゲルマニスティクに目覚めはじめた私のなかに滓のように残り，

その後の私をおびやかし続けた。

私はトーマス・マンを自分の研究分野に引き入れたことはこれまで一度としてなかった。しかしこの巨星はつ

ねに輝き続けていたのであり，仰ぎ見るたびに天空のはるかかなたから合図を送ってくれているような思いにと

らわれた。第一次世界大戦の衝撃がどれほど大きなものであったかにあらためて光があてられつつある現在，ヴァ

イマル共和国において果たしたトーマス・マンの役割もあらためて評価されるべきであろう。第一次世界大戦の

経験をヴァイマル共和国の激しく揺れ動く現実のなかで見つめなおした記念碑的な文学作品から何を読み取れる

のか。この小論で試みる偏ったアプローチは，巨像の投げかける影のわずかな一面に迫るものでしかない。それ

ほどまでに魔法山は高く聳え立っているのである。しかしそれでも，マンからの合図を受けとめたひとつの証と

はなるであろう。

ところで，無名の若き文体分析家によって否定的な判断を下されたトーマス・マンを専門家はどう見ているの

か。あるゲルマニストは，トーマス・マンの芸術家小説の系譜について論じるなかで，この小説家の特性を次の

ように特徴づけている。

…このように，常に目覚めていて，決して静まることのない道徳的批判と誠実さこそ，彼の高度な知性や

卓越した芸術理解の高さとならんで，トーマス・マンの芸術家としての大きさを決定しているものであり，

今世紀の初め以来のドイツの作家の中で彼が争う余地のない高い地位を占めていることや，また現代ヨー

ロッパ小説の歴史の中で彼がいろいろな点で独特な位置にあることもこのためである。その独特さは，第一

に，精神的感受性がこれほど高い水準にあっては，彼以外の誰も，このような大胆極まる芸術的勇気を持た

ず，リアリズム小説の伝統的形式を維持しつつ，正にあらゆる点で慣習的現実的なものの限界からはみ出た

ものをリアルなものの枠組みの中へ包み込み，そして― これこそ，この上ないアイロニーだが― あらゆ

る意識の秩序の解体と崩壊を，この上なく精妙に仕組まれた芸術像として描き出すというような試みを，あ

えてなしえたものがいなかったということなのである 。

戦後，優れたドイツ文学研究者によってこのようにその価値位置を定められたトーマス・マンは，まさしく芸

術的感受性において類例を見ない文学者であった。この発言はすでに遠い過去のものではあるが，きわめて高い

レベルでトーマス・マンの独自性に鋭くメスを入れたものとして，あるいは我々の導きの糸となりうるかもしれ

ない。

１．時間小説Zeitromanとしての『魔法山』

『魔法山』は徹底的に時間小説である。いくつかの章は時間論で開始され，時間とは何かが随所で考察される。

作品の構成そのものが，展開される時間理論に従って形成されている。この小説を読むとは，あらゆる角度から

考察される時間の本質に引き込まれるばかりではなく，それを小説中で実践する語り手の語りの構造に組み込ま

れることでもある。『魔法山』の時間論が当時の読者に強い印象を残したことが確認されている。ナチスによる強

制収容所を生き延びた心理学の泰斗は，強制収容所とサナトリウムを結びつけている。

さて収容所では次のような状況だった。たとえば一日のような小さな時間単位― それは毎時間浴びせら

れる嫌がらせによって埋め尽くされている― が，まさに無限に続くかと思われる。しかし，たとえば週の
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ようなもう少し大きな時間単位― そこでは毎日まいにちただ同じことが続く― は，不気味なほど急速に

過ぎ去るように思われた。わたしが，収容所の一日は一週間より長い，というと，収容所仲間はいつもその

通りだと認めてくれた。収容所での不気味な時間生活はこれほどまでに矛盾に満ちたものだった。

ところでこの関連で思い起こされていいのは，たとえばトーマス・マンの小説『魔法山』に見出される正鵠

を射た心理学的所見である。ここには，心理学的に収容所と類似した状況に置かれている人々の心的な発展

が描写されている。それは，いま話題としている人間のタイプ，強制収容所の被収容者たちと同じように，

退院の期日も知らず，同じように「未来を失った」，未来の目的に向けられていない存在としてただ生きてい

るだけの結核療養所の患者たちである。

３週間の予定という，明確に「未来の目的に向けられ」た計画に基づいてダヴォスの高原サナトリウムに従兄を

見舞ったハンス・カストルプが，やがて自らも「未来を失った」結核患者となる過程が時間小説の展開の場である。

時間論はさまざまなシチュエーションで語られる。そしてそれを語るのは語り手だけの特権であるというわけで

もない。例えば第４章の 政治的に疑わしい >節でのセッテンブリーニによる「音楽は時間を目覚めさせる」(162)

というテーゼはきわめて効果的である。さらにハンス・カストルプ自身が折に触れて時間について思索を巡らし

はじめる。しかし多くの場合，語り手はその神のごとき特権を利用して時間論を展開する。典型的な例は 時間感

覚についての余論>という時間論だけからなる節である。ヴィクトル・フランクルの記憶に刻み込まれた時間の長

さの不思議がここで詳細に分析されている。ハンス・カストルプが体験する時間のなかに語り手が入り込み，そ

れをより普遍的な考察へと高めていくという語り方が標準的である。第６章の冒頭で語り手は，「時間とは何か？」

と問いかけ，とりあえず，時間は変化を生じさせると答えている。ところがハンス・カストルプは，キリスト教

暦に基づく季節の移り変わりによって時間の推移を知るのである。何人をも巻き込む祝祭日がようやく時間の切

れ目をつくりだす。例えば復活祭は，「時間という永遠に単調なリズムで転がり続ける大洋の波」に打ち寄せられ

て近づいてくる。語り手は，「分節化されていない同一性を避けるために，あらゆる段落と切れ目が祝われる」(494)

と注解する。第６章でほとんど１年が経過しようとしていることをハンス・カストルプに思い起こさせるのは「青

い苧環」の花であった。時間の推移は人為的段落と自然の変化を軸として，辛うじてハンス・カストルプの感覚に

訴えかける力を保ち続ける。フリーメーソンが論じられる場面では，錬金術Hermetikからhermetisch(密封され

た)という言葉が連想され，戸棚に並べられた食糧貯蔵瓶に話が及ぶ。「その魔法のようなところdas Zauberhafte

は，瓶詰めにされたものからは時間が奪われていること」(706)であった。最終章である第７章も今一度語り手の

問いで始められる。「ひとは時間を語ることができるであろうか，時間そのものを，時間それ自体を？」この問い

はハンス・カストルプの運命とはそもそも何の関係もない，時間についての哲学的考察そのものである。語り手

は時間は物語の要素Elementであるが，音楽の要素でもあると主張する。しかし音楽の要素としての時間はたっ

た一つのものに過ぎない。それは「人間の現世における時間の切片」であり，音楽はその切片のなかに注ぎ込まれ，

その切片を「言うに言い難いほど高貴なものに，崇高なものにする」のである。音楽と時間の関係性については，

語り手と作中人物によってこれまでも語られてきた。そしてこの文脈では時間とは何かが主題であって，音楽と

は何かはその付随物に過ぎない。音楽そのものが時間論のコンテクストから切り離されて語られうるためには，

もう少し時間がかかるのである。語り手によれば，音楽の要素としての時間とは異なる機能が物語には与えられ

ている。「５分間ワルツ」は５分間しか続かないが，物語を語るために要する時間は語り手の勝手気ままで伸縮自

在である。驚くべきことに，語り手は麻薬常用者の手記を用いて，語りにおける「錬金術的魔法hermetischer
 

Zauberと時間的超パースペクティヴ」を解説する。麻薬患者は短時間の恍惚の時間のあいだに，「60年，いやそれ

どころかあらゆる人間的時間経験の可能性の限界を尻目にする」(749)夢を体験する，というのである。語り手は

さすがにこの夢を「悪癖夢Lastertraume」と呼ぶが，そのこと自体に意味はない。物語のなかで時間を語りうるこ

とを読み手に対して証明することが語り手の眼目なのである。そして語り手ははじめて 時間小説Zeitroman>に

語り及ぶのである。しかしその定義の詳細に立ち入ることは，百戦錬磨の語り手の術中に陥ることを意味する。

語り手の戦術は，まず第一に語り手の存在を認識させること，しかもその語り手は全知全能であること，を読み

手に認識させることである。彼は必要に応じてハンス・カストルプになりきることもあるが，常に主人公のはる

か高みにあって物語全体が全て自分の支配下にあることを強く印象付けながら語りを進めていく。この語り手に

よる語りの構造からこそ，魔法山の秘密が明らかになる。「密封されて」時間を奪い取られた高山世界に，西欧思
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想の諸潮流をセッテンブリーニとナフタに結晶させて流入させ，さらにこの二人がペーパーコルンによって相対

化されるという仕掛けまで用意して，壮大な思想小説として読まれることを計算しながら，そこから隔絶されて

いるはずの下の世界で生起しているアクチュアルな現実を巧みにちりばめる語り手の手腕にはただただ驚嘆する

ばかりである。その意味でこの小説は一種の全体小説と呼ぶしかないであろう。しかし語り手はこれを時間小説

と呼ぶ。語り手はこの小説のなかで実際に時間が物語られることが可能であることを証明するとともに，読み手

が小説の時間を把握しているのかどうかを問うという，挑戦的な試みを行いさえする。「時間とは何か」という問

いは，語り手が自らに課した問いであるのか，読み手への挑戦であるのか。その境界線が次第にあいまいになり，

読み手が自らもその問いが繰り広げる問題領域に引き込まれ，語り手と問題意識を共有していく。そのようにこ

の小説では物語られていくのである。時間小説としての魔法山の秘密はこの程度の読み方では到底汲み尽くすこ

とができるものではない。しかしこの小説の核心は，時間小説としての魔法山のなかに埋め込まれた地雷原であ

る音楽に行きつくことによってはじめて爆発するのである。

２．音楽小説としての『魔法山』

『魔法山』での音楽の重要性は自明のことである。語り手は折に触れて音楽を話題にするが，それは高級サナト

リウムがそれを求めている度合いに応じてである。治療音楽のみならず，例えばエロイカとエロティカの取り違

えという無邪気な戯れさえ語られる。しかしその語りはハンス・カストルプの魂の領域にはまったく浸透するこ

とのない次元で終わっている。魔法山はハンス・カストルプの精神にさまざまに介入してきたし，その影響も無

視することはできない。しかし彼の魂の深みにまで浸み込み，その熟成を促すものは，この章で語られる音楽以

外にはありえない。その 快き調べの豊饒Fulle des Wohllauts>で，ハンス・カストルプに革命的な変化をもたら

すある最新機器が登場する。語り手がその最新機器をどう取り扱うかを注視してみよう。それは先ずErrungen-

schaft(偉大な獲得物・達成・偉業)として提示される。ベルクホーフの新導入である「偉業」とは何か。それを描写

するにあたって語り手はまたしても物語作者としての腕前を披歴する。「私たちはそのものGegenstandの密やか

な魅力に満たされて，今まさにそれを物語ろうとするところであり，どうしてもこの偉業を伝えたくてたまらな

い」のである。ベルクホーフの大社交室で「娯楽器具Unterhaltungsgerate」が増えたと記述され，「偉業」がその分

野のものであることが仄めかされる。次には「玩具Spielzeug」と。それは遊び道具としては「ステレオスコープの

ぞきからくり，望遠鏡型万華鏡，円筒型映写機」と変わるところがない。異なるのはこれらが視覚的「催事Veran-

staltung」であるのに対し，それは聴覚的であること。これらは三週間で飽き飽きしてしまう「まやかしGau-

kelwerk」に過ぎないのに対し，それは，「楽しいとともに心に重い，芸術的喜びの豊饒の角笛」なのである。つい

にそれは神話的形象であるFullhorn(豊饒の角笛)へと高められたのちに初めて，「それは音楽機器Musikappa-

ratだった。それはGrammophonだった」とその正体を明らかにされる。

Errungenschaft→〔Gegenstand→Unterhaltungsgerat→Spielzeug→Veranstaltung〕→Fullhornという流

れがGrammophonに行きつくまでに必要な路程であった。

そしてそれがGrammophonであることが明かされたこの段階に至っても語りの基本構造は保持される。すな

わち，語り手はGrammophonというこの言葉が連想させるであろう観念に警戒を促す。警戒すべきは，「私たち

が真実Wahrheitとして思い浮かべるものの，時効となったような前形態」にふさわしいイメージとされ，このイ

メージが「音楽に向けられた技術が倦まずたゆまず研鑽を重ね続ける試みのなかで，洗練され尽くした完成へと発

展した，この真実Wahrheit」にはふさわしくないイメージと対比される。語り手はGrammophonの発展史という

客観的事実を背景にして，それが何であって何でないかを示すためにGrammophonを語りの構造のなかに置き

入れている。Grammophonとは「飲食店のテーブルの上から，黙って受け入れるだけの寡欲な客の耳を，鼻にか

かった呻き声で満たす」「惨めなクランクアーム小箱Kurbelkastchen」ではない。このGrammophonは「光沢のな

い黒に着色された櫃Schrein」であり，「粗末な，ノアの洪水以前の機械装置Maschinerie」とはまったく共通点が

ない。レコードがすでにエボナイト製であることにも語りは及ぶ。その詳細な形態描写からは，当時の音響メディ

アの発展段階を手に取るように知ることができる。語り手ではなく，ベーレンス顧問官がこのGrammophonを説

明するのはそのあとになってようやくのことである。

「最新モデル」，「究極的達成」という言葉をちりばめての広報は，まるでバナナの叩売りのようではないか そ
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れは「器具Apparat」ではなく「機械Maschine」でもない。それは「楽器Instrumentであり，ストラディヴァリウス

であり，ガルネリ」なのである。そこでは「最高度に洗練された共鳴・振動比例が支配する」。ふたの奥部に>Poly-

hymniaとブランド名が読み取れるが，この固有名詞が誘発するのは，音響メディアの発展史におけるドイツの圧

倒的優位の強調である。「ドイツのメーカー」。「他の追随を許さぬダントツの最高位」。「近代-機械分野の形成

Gestaltにおける忠実なる意味での音楽的なるもの」。「アップトゥデイトなドイツ魂」。この「魔法Zauberのすべ

て」はお好みのままである。「魔法の書物Zauberbucher」から取り出されたレコードに鉄の針を下ろすと，長持ち

(キャビネット)Truhe全体から「楽器の大騒動が飛び出してきた」，「楽しくも騒々しい，切迫したメロディー，

オッフェンバッハのある序曲の，四肢を投げ出すような最初の数小節が」。その演奏は聴衆に「恍惚Entzucken」を

もたらしたが，「本物の楽団が演奏した」ようにはいかなかった。「共鳴箱(オーケストラ)Klangkorperは，ついで

ながら，歪められてはいないが，パースペクティヴの減少を被っており」，「あたかも逆向きにしたオペラグラス

を通して絵画を眺めるよう」だ。絵は実際より「遠く小さく見えはするが，素描の鋭さと色彩の光度はいささかも

失われてはいない」。聴覚的効果を視覚の比喩という補助線を援用して解明しながら，語り手はこの櫃から流れ出

る音楽の饗宴を詳述する。イタリア人バリトンのヴィルトゥオーゾのフィガロ，ラ・トラヴィアータのアリア，

ルービンシュタインのロマンツェなどが「静かに沸騰している奇蹟の長持ちWundertruhe」から次々と溢れ出す。

そしてハンス・カストルプが「この機器Apparat」を操作することになり，「楽しみの泉Quelle des Genusses」で

働くこととなる次第が明かされる。

箱と本のメタファーに凝縮され，音響メディア先進国としてのドイツの高らかな賞揚を伴うGrammophonと

いう偉業。その小箱の扱いを一手に引き受け，小戸棚Schrankchenの鍵を占有するに至るハンス・カストルプ。

122枚ないし200枚ものレコードを収めた魔法の書物の分冊と，一回ごとに使い捨てられる針が，Schrankではな

くSchrankchenに収納されるのはなぜなのか。ともあれ，「提供された演奏の財宝Vortragsschatz」という新しい

獲得物の現前で彼の生活環境は一変する。「新しい情熱，魔法にかけることBezauberung，愛の重圧」という予感

に満たされたハンスは，この偉業が「公共財offentliches Gut」であることに耐えられず独占しようと試みる。レ

コードの「細い線の刻印は，およそ考えうるかぎりの音楽を，芸術のあらゆる領域からの最も幸運なインスピレー

ションの数々を，選り抜きの演奏のうちに内蔵していた」のだから。その「選り抜きの演奏」は，「崇高なシンフォ

ニーの世界」だけではなく，「歌曲の長い列」からも選ばれており，その歌曲は「個性的な芸術の高尚で意識的な作

品」ばかりではなく，「素朴な民謡」をも，さらについには，「この両者のジャンルの間でいわばその中間を保って

いる歌曲」をも包含していた。それらは「確かに精神的芸術の産物ではあるが，しかし民衆Volkの心と精神におい

て誠実に，敬虔に感じられかつ考え出された」歌曲であり，「人為的民謡」と言うことも許されよう，「 人為的>と

いう言葉によってこの民謡のあふれる真心を損なうことはない」のだから。ハンス・カストルプが幼時から知って

いる「人為的民謡」がひとつあった。今彼はその民謡に対して，「不可思議なほど深いつながりに満ちた愛情を抱い

ていた」のである。ところが語り手は，この民謡については「のちに話題となるであろう」と深入りを避けようとす

る。われわれは知っている，いずれ話題とされるこの歌こそが，魔法山の世界が到達する究極の地点を形成する

ことを。そしてこの歌こそが魔法山の円環を閉じる魔法そのものであることを。しかし語り手は読者をさらに焦

らし続ける。

夜な夜な「魔法の箱Zauberkasten」の夢を見るハンス・カストルプ。深夜の孤独のうちに「丑三つ時音楽Geister-

musik」に没頭することが今の彼のすべてである。彼は「彼の部屋で長持ちTruheの奇蹟とのみ過ごしていた。

ヴァイオリン用材からなる，この切り詰められた小さな柩Sargの，この，光沢のない黒色の小寺院Tempelchen

の，花咲ける成果とのみ過ごした」。安楽椅子に座り，「両手を組み合わせ，頭を肩にうずめ，口を開き，快き調

べがその身に溢れるにまかせた」。語り手は，夜と霊と死の世界へと誘おうとしている。魔法の箱に魂を奪われ，

現実を忘れ果てて影の世界に生きるハンス・カストルプ。この語りの構造から推測できるのは，このように抽象

化された世界のあとに具体的な音楽を語ることがまだ可能かどうかは疑わしい，ということである。しかし，か

の「人為的民謡」を話題にするためにはさらに入念で詳細な準備が必要なのである。

歌手たちはアメリカ，ミラノ，ヴィーン，サンクトペテルブルクにいる。しかしハンス・カストルプが「彼らの

最高のものihr Bestes」である声に時空を超えて相対峙できるのはひとえに「純化，抽象化Reinigung,Abstrak-

tion」のおかげである。ついに彼は指揮者にのみ許される「支配者の至福」に酔いしれながらバーチャルな指揮棒を

手に櫃の前に立つまでに至るが，ここから語り手は彼の心をとらえるレコードについて具体的に言及しようとす
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る。しかしこの方針にも一定の制約がかけられていて，例えば一世を風靡したエンリコ・カルーソーは，暗示さ

れるだけでその実名が挙げられることはない。語り手は最後にハンス・カストルプが偏愛するレコードについて

詳細な描写を試みるが，その最初のオペラ作品は，「セッテンブリーニ氏の偉大なる同国人，南国の劇的音楽の老

巨匠が，前世紀後半，厳粛な祝祭的機会に，すなわち，諸民族を結びつける技術の成果を人類に引き渡すという

機会に，ある中近東の王侯の委託によって創作したものであった」とだけある。しかしこの制約は，ハンス・カス

トルプが アイーダ の何に感動したのかが詳述されることによって，むしろ作品の解説に寄与することになる。

しかも語り手は，工学系のハンス・カストルプが アイーダ 成立の事情に通じていた理由をわざわざ「教養があっ

たのでbildungsweise」と説明するのを忘れていない。 アイーダ の劇的展開を仔細に追い続け，ラダメスへの死

刑宣告に続く場面では，ハンス・カストルプにレコード交換という実践的行為までさせている。しかし，Tonika,

Dominante,Oktave,Quinteと音楽専門用語を駆使してオペラ最後の歌唱の旋律線を分析する語り手は，ハンス・

カストルプがそこまでの専門知識を有している理由には目を瞑っている。その代わりに語り手は，「かつて彼の身

に起こったもっとも浄化されたもの，驚嘆すべきものdas Verklarteste,Bewunderungswurdigste」の体験を物語

る。「しかし彼は，その基底をなす状況なしにはこの音韻にこれほど惚れ込むことはなかったであろう。この状況

があったればこそ彼の心はそこから生まれる甘美さdie Sußeをいよいよ鋭く感受したのであった」。エチオピア

王女がエジプト将軍との共死を決意し，ともに生き埋めになるという状況がハンス・カストルプにもたらしたも

のが，痛切に甘美さを感じ取る能力だったことがここで強調されている。彼らの死からハンス・カストルプが「感

じ，理解し，享受したものは，音楽の，芸術の，人間の心情の，勝利を収める理想性die siegende Idealitatであ

り，高度で反駁の余地のない美化Beschonigungであった。この美化によって現実の物事の卑俗でぞっとするよう

な恐ろしさに理想性が与えられるのである」。この決定的に重要な芸術理解を語り手は次のように解説する。牢獄

で果てた二つの骸骨が示すものは「物事の現実的・即物的側面」であるが，「心の理想主義Idealismus des Herzens」

はこの現実を全く顧慮しない。現実を「美と音楽の精神が高らかに勝ち誇りながら日陰に置いてしまったのであ

る」。ラダメスとアイーダの歌声はユニゾンで舞い上がり，「天国が開け，永遠の光が彼らを照らし出す」ことを約

束する。そしてこの曲へのハンス・カストルプの愛は，この「美化の慰撫する力」に由来する，と。彼が二つめの

偏愛曲に移るのは，この「恐怖と浄化Schrecken und Verklarung」から逃れて安らぎを求めてのことであった。

その安らぎをもたらすはずの第二曲は，わずかな専門家だけが推測できるような抽象度で描かれている。その

牧歌はフランス起源の純粋なオーケストラ曲で，最新の現代音楽の諸特性を備えている。 アイーダ と違って，

この作品が語り手にとって重要なのは，この「洗練された牧歌」が「魂を夢の中で紡ぐ」のに適しているからである。

事実，語り手はその夢を夏の草原を舞台として生き生きと詳細に物語る。しかし，その牧歌的な夢の描写は，ハ

ンス・カストルプが外の現実からますます離れてゆくことの反映かと思われたその瞬間に反転する。「ここに支配

するのは忘却そのもの，至福なる静止，無時間性という無垢である。それは最良の良心をもった自堕落，西欧的

な行動命令を完璧に否定することを理想像として神格化すること」だった。「夜の音楽家」ハンス・カストルプはこ

の平和的な曲に「乱れる心の鎮静化Beschwichtigung」を求めていたというのである。このプレリュードの作曲家

はドビュッシーなのであろうか。そうであれば，ここには世界大戦を回避しようとしたドビュッシーの姿が反映

しているのであろうか。語り手は，そうした素人判断をわざと誘発しているとしか思えない語りの様式を突きつ

けてくるのである。

そして第三の偏愛レコード，それは包み隠しもなく カルメン である。そこで注目されるのは，「フランスのラッ

パClaironsないしスペインの角笛Horner」による，ホセを兵役に連れ戻そうとする原理へのカルメンの憎悪，根

源的敵意である。そして脱走兵となったホセへのコーラスのテクストの一節が引用される。

ることが告げられ，ヴァレンティンが，第６章で死んだ

語り手は，ハンス・カストルプの感動が，死にゆく勇敢なフランス軍人が天からマルガレーテを守護する決意

ールのスタイル

ハンス・カストルプはこれに〝Ja,ja!"とだけ反応しすぐさま第四のレコードに移る。グノーの ファウスト の

なかの「祈りの歌」であ

ラ

と重ね

合わせら で歌われ，その好戦

的で軽薄でありな

ハンス・カストルプの従兄

ンス的-軍事的

れる。ヴァレンティンのバリトンはほとんどプロテスタント・コ

してここでも引」と性格づけられる。そ敬虔な特徴が「がら なされる。がラフ 用

いる開は界 は限けて世 land心を苦しませることもな り― 心配事が Vater /汝の意志のの なし汝 国祖い/

み う笑自由が/進めが至高の権力 /自由が笑うの恍惚よ福至，
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を歌いあげる場面に由来することに特に注意を促し，このレコードが「もっと後の，奇妙な機会にある種の役割を

果たす」と意味ありげに示唆している。 カルメン では脱走兵へのコーラスのなかで祖国Vaterlandが歌われる

のに対し，ファウスト では敬虔な軍人が「愛する故国Heimatland」のために死地に赴こうとしている。音楽その

ものが「ある種の役割を果たす」のではなく，このシチュエーションがハンス・カストルプの辿るであろう道筋を

指し示すことを語り手は暗示するにとどめるのである。こうしてフランス音楽を三つ続けた後で，最後の作品は

「言うまでもなくもはや全くフランス的なものではなく，それどころか特別かつ典型的にドイツ的なもので，オペ

ラ的なものでもなく，ひとつの歌曲― 民衆の財産であると同時に傑作Volksgut und Meisterwerk zugleichで

あり，この同時にzugleichによって，その特別な精神的・世界像的刻印を受けている」とし，「それはシューベル

トの 菩提樹 ，万人に親しまれている 市門前の泉のほとりに>にほかならない」と，きわめて慎重に，入念に，し

かし落胆を呼び起こすしかない凡庸さで導入部を始めている。しかしそれも語り手による作為そのものであり，

読み手をこの歌曲の引き起こす渦のなかへ引きずり込む策略なのである。

語り手はここでも先ず専門家的手さばきで，中心旋律，旋律の崩れ，転調，屈折などの用語を用いてテノール

から受けた印象を概略したあとで核心に近づく。その際， 菩提樹 に関しては，語りのレベルで，これまでの 菩

提樹 以外の偏愛レコードへの愛着の事情についての説明とは異なった次元が要求されることが，持って回った言

い回しで強調される。「このいにしえの 菩提樹 が彼にとって何を意味したbedeuteteのか」。そしてこの

bedeuten,bedeutend,Bedeutung,Bedeutsamkeitをめぐって語り手は音楽技法的な語りのレベルからはるかに

離れて，哲学的・思弁的次元に移行する。意味のあるものの意味は，それがひとつの感情と信条の世界全体の象

徴となっていることにある。しかしそれだけではない。意味あるものへの愛そのものにも意味があるのである。

この前提のもとにはじめて，魔法山におけるハンス・カストルプの生が総括される。語り手は，魔法山における

時間を意識させるパースペクティヴを持つと同時に意識させぬパースペクティヴを持つが，夜の音楽室で「丑三つ

時音楽」に没頭するハンス・カストルプからは時間が失われていた。しかしこの総括で，「しかるべき幾年月が経っ

た後にnach so und so vielen Jahrchen」と曖昧に時間経過が語られ，この歳月がハンス・カストルプを 菩提樹

への偏愛にふさわしい精神状態へと教育するのに必要だったことが明るみに出される。語り手は，ハンス・カス

トルプが「彼の愛とその対象の意義を

この世界を表

」に至ったことを主張するばかりでは足りず，「物語るerzah-

len」のである。そしてなぜ 菩提樹 なのか。その秘密もまた物語られねばならない。

「この歌は彼にとって多くのことを意味した。ひとつの世界全体を，しかも彼がおそらく愛さざるをえなかった

世界を意味した。というのも，もしそうでなければ，彼はその世界を代表する比喩Gleichnisにこれほどまでに夢

中になることはなかったであろうから」。ここに，魔法山に閉じ込められた平凡な青年と 菩提樹 をつなぐ秘密に

近づくひとつの鍵がある。魔法山での歳月は青年にとって「運命Schiksal」だったのであり，その運命は彼に冒険

と洞察とならんで「高昇Steigerungen」をもたらした。この語が複数形となっていることにより，彼は幾度となく

魔法山により高められつつ自己自身を高め，ついには 菩提樹 の圏域に手が届くまでに至ったことが物語られて

いる。この垂直上昇のイメージによって，『魔法山』が教養小説の系譜に組み入れられる根拠を小説自身が提供し

ていることになる。しかし，Steigerungenによって彼はいかなる次元に立つことになったのか。語り手はきわめ

てまわりくどく，あたかも正確に理解されるのを恐れるかのように，「批判Kritik」と「疑いZweifel」という違和感

を喚起せざるをえない検証カテゴリーを導入する。かれが「愛さざるをえなかった」この世界，

ない定義によ

す驚

嘆に値する比喩，そしてこの彼の愛そのもの，この三者に対する「胸騒ぎのするほど予感に満ちた批判」が可能と

なるほど，彼は成熟reifした，というのである。「成熟」とは，これら三者を「良心の疑いGewissenszweifel」にか

けることができる，ということなのであった。ここで語り手は読み手が抱くであろう「疑い」への疑いに先手を打

ち，「疑う愛zweifelnde Liebe」こそ情熱なり，と目くらましを喰らわせる。「良心の疑い」はさらに「良心の疑いと

陣取りの疑いRegierungszweifel」へと敷衍される。陣取りとは，第６章の一節 神の国家について及び悪しき救済

について>におけるさりげ

づく疑い>と

れば，「絵のように美しい隠遁地での，この彼の責任ある思考活動」のこと

である。元々は統治・支配を意味するこの単純な言葉が，小説の展開過程で次第に象徴的な意味を担わされてい

くのを，読み手はそのつど不意を突かれる思いで読み進めなければならない。語り手はここでも良心だけに満足

せず， 責任ある思考に基

ezaube

たたみかけることで，疑いを正統化するという手順を踏んでからその対象

に迫ろうとしているのである。しかし何を疑うというのか。「この魔力を発するb

疑われるとい

rnd歌とその世界への彼

の愛が，より高い次元で許容されるのか」が の拠って立つうのである。そしてその疑い とは何ころと

>する意識
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か。「その背後に存する世界，彼の良心の胸騒ぎする予感によれば，禁じられた愛の世界であらねばならない世界」，

それは死Todであった。

語り手は，『魔法山』全体を通して最も危険な個所にさしかかった。あの 菩提樹 が死という「禁じられた愛の世

界」だとは この愛らしさそのものである傑作が死と関係しているという唐突な主張，「このような愛が許容さ

れないこと」を，語り手はまたしても，「胸騒ぎのするほど予感に満ちた陣取りのやり方で」釈明しようとするので

ある。それは「死への共感ではなく，何かとても民衆的な生命に満ち溢れたもの」であろう。しかし，と語り手は

少しの迷いもなく断言する，「それへの精神的な共感die geistige Sympathie damitは死への共感なのである」と。

ところでこの場合，die geistige Sympathie damitのdaは何を受けるのであろうか。少し離れすぎている 菩提

樹 というProduktなのか，それとも直前の「何かとても民衆的な生命に満ち溢れたもの」なのであろうか。どちら

でも最終的には同じ事態を表現することになるのではあるが。それに続く箇所に語り手はさらに罠をかける。「そ

の始まりでは純粋な敬虔さ，柔和さそのもの― これにはいささかの異論の余地もないはず― しかしそれが続

くうちに暗黒の結末が残った」。この それihr>とは何を指すのか。Sympathie以外には考えられない。これは 菩

提樹 という歌曲の始まりから終わりまでの展開を意味するのではない。「民衆的な生命に満ち溢れたもの」への共

感から始まっても，その共感を持ち続けるうちにいつしか「暗黒の結末」へと，すなわち「死への共感」へと導かれ

る。そんな奇矯な結論への反論がどれほどあろうと，ハンス・カストルプのこの信念が揺るぐことはない，と語

り手は念を押す。つまり語り手は，生への共感が実は「死への共感」であったという，小説全体のクライマックス

を形成する劇的逆転の必然性を，読み手に対して十分な説得力をもって論証する意思はないと宣言しているので

ある。それでは，ハンス・カストルプが魔法山で少しずつ修業して身につけたらしい陣取り戦術の効果，彼の長

い思索の到達した究極的境地とは何か，そして彼はここで何をすればよいというのだろうか。

修行の師セッテンブリーニの「病気」観念もここではまったく無意味である。そのことを語り手は，この物語の

頂点でわざわざこれ見よがしに披歴する。読み手のいやがうえにも高まる胸騒ぎにみちた期待に水を差そうとす

るかのように。だが語り手はそれを巧みに利用して，ハンス・カストルプの 菩提樹 に対する関係をいまいちど

定式化する。「この郷愁歌曲Heimwehlied，この曲が属している心情の領域，そしてこの領域への愛情」は病気で

はない，と。病気と健康という，サナトリウムで最も熱く論じられたテーマがここに復活し，あの余りにも詳細

な心理小説的語りの最後の残光を輝かせようとする。その光を断ち切るのはただの一言，Mitnichten!語り手の

巧妙さは，病気-健康論議を一刀のもとに切り捨てながら，病気-健康メタファーを微妙にずらしながら応用する

ことによって，論証を断念したはずの「死への共感」テーゼの正しさを証明しようとすることのなかにある。みず

みずしい果物も，ちょうどよい時に食べられなければやがて腐敗に至る。「それは生命の果実，死によって生み出

され，死を孕んでいる」。しかしこのメタファーは唐突に形而上学へと変容する。「それは魂の奇蹟だったEs war
 

ein Wunder der Seele」。 それEs>とは何を指すかが再び問題となる。はるか遠くのHeimwehliedだけを指す

と解するのは困難である。 それ>とは生命が死に至る過程全体を指すのであろう。ここでも再び， 菩提樹 とい

う歌曲そのものの問題を越えて， 菩提樹 との関わり方そのものが主題となっていることが確認できる。それに

しても「魂の奇蹟」とは？ それは，「良心なき美の眼前ではおそらく最高のものであり，美による祝福をうける」。

しかし，「責任ある陣取りのやり方による生への友情の目，有機的なものへの愛の目からは，十分に根拠のある理

由で不審をもって考察される」というのである。ここで，「決して静まることのない道徳的批判と誠実さ」という

エーリヒ・ヘラーの指摘を想起したとしても，それほど的外れとはいえないであろう。美に殉じる芸術家の生へ

の冷淡さは，市民的生への愛によって批判されねばならない。魔法山における「魂の奇蹟」を説明するにあたって

も，語り手はこの対立概念に依拠するのである。「それは魂の奇蹟であり，そして究極的に妥当する良心の要求に

従えば自己克服の対象なのである」。語り手は高揚する。「そうだとも，自己克服なのだ，これこそおそらくこの

愛の克服の本質なのだ」。そしてこの愛の克服が，「暗黒の結果をともなうこの魂の魔法Seelenzauber」と言い換え

られる。夜の孤独のなかで，音楽の柩Musiksargを前にしたハンス・カストルプの思考は自身の理解力をはるか

に超えていよいよ高まっていき，それゆえに「錬金術的に高められた思考」とさえ呼ばれる。そしてついに語り手

の高揚はほとんど頂点に達する。「ああ，それは，魂の魔法は，強力であった 」

語り手は，自身が次第に興奮してゆくさまを読み手に感じさせながらも，注意深く 菩提樹 という歌曲の問題

圏に語りのパースペクティヴを限定してきた。しかし，「魂の魔法」はまさしく強力であって，語り手はもはやこ

の圏域にとどまり続けることはできない。主語がいきなり「われわれ」となり，ここからはハンス・カストルプ個
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人を包含しながらも，ハンス・カストルプをはるかに超えた次元に語りが飛翔してしまうのである。われわれは

みなこの「魂の魔法」に仕えることによって，「この地上で強力なことを成し遂げる」ことができた。その強力なこ

ととは何か。「魂の魔法使いZauberkunstler」として 菩提樹 を巨大化し，それを武器にして世界を征服する」こと

である，と。そのためには天才は必要ない， 菩提樹 歌曲の作者よりも「才能Talent」がありさえすればよい。征

服した世界の上に「地上的な，あまりに地上的な王国」を築こうとしよう。がさつきわまる王国，進歩を喜び，も

ともと郷愁に病むことなどまったくない王国を。 菩提樹 歌曲はここでは，「電気的なグラモフォン音楽Gram-

mophonmusik」へと堕落しよう。この突然の転調によって描き出される，魔法によって創り出される王国のイメー

ジが示唆しているものは，同時代の読み手には自明のことであったに違いない。魔力を発する歌はついに「魂の魔

法」へと変容し，世界を支配する武器へと巨大化する。そのとき 菩提樹 はもはやあの 菩提樹 ではありえず，単

なる電気音にすぎない。 菩提樹 が行きつく世界をこのように絶望的な筆致で素描した語り手は，置き去りにさ

れていた中心人物に話をもどす。しかし，それがハンス・カストルプであるのかどうかは定かではない。主語は

「われわれ」から「歌曲の最良の息子」へと切り替えられる。この息子は「歌曲の魔力を克服することに彼の人生を費

やし，死んでいく」。唇には，「今はまだ語ることのできない愛という新しい言葉」を浮かべながら。そのための死，

魔法歌曲Zauberliedのために死ぬことにはなぜ意味があるのか。「そのために死ぬものは，もはやそのために死ぬ

のではない」。そのために死ぬものは英雄なのであるが，それはひとえに「新しいもののために死ぬ」からである。

「新しいもの」とは「愛と，心のなかの未来という新しい言葉」のことであった。こうしてクライマックスを語り終

えた語り手は，「これらがハンス・カストルプの偏愛したレコードであった」と淡白に語りを切り上げる。Grammo-

phonは，この直後の節 きわめて疑わしきこと>で「スピリチュアルな死者の呼び出し」を試みる「魔術サークル

der magische Kreis」によって「押収され」る。ハンス・カストルプは，件のヴァレンティンの歌声にいまいちど感

激したことを契機に，従兄のヨーアヒム・チームセンの霊を呼び出させることになるが，この推移全体はきわめ

て「いかがわしく」記述されている。ハンス・カストルプがこのいかがわしさに巻き込まれる過程にGrammophon

は決定的な役割を果たしている。語り手がGrammophonとそこから流れ出る音楽を語るにあたって，Zauberと

いう言葉にあれほどまでにこだわった理由がここから逆に理解されよう。ZauberとMagieは混同されてはなら

ないのである。しかしそれ以上に，語りの構造という観点から，ハンス・カストルプが体験したスピリチュアル

な二時間の特殊性を物語る語り手が，ついでに彼の運命を予言する一節を見逃すことはできない。

…われわれには彼のその後の運命は完全に明らかであるというわけではない。またわれわれは，われわれの

物語のある地点で彼を視界から失ってしまう…

ここで語り手はきわめて露骨に，最後にハンス・カストルプの身に起こる事態を予言している。とすれば，前

章での激越な英雄死という観念も，ほとんど何も決断しないハンス・カストルプが最期に決断する行為を予言す

るものと理解することにためらう必要があろうか。「歌曲の最良の息子」とはハンス・カストルプのことであり，

彼は魔法歌曲のために死に赴くことを厭わないであろう。読み手は，間もなく彼を視界から見失い，彼の行方を

知ることができなくなることを覚悟させられるのである。運命とはそもそもその人の死をもってはじめて語りう

るものとなりうるのではないのか。しかし語り手は，私はハンス・カストルプの物語を完結させることなく終わ

らせる，彼の最後は私自身も知らない，と宣言するのである。

３．そして 菩提樹 の運命は？

我々は見た，Grammophonという偉業によって思いもかけぬ世界がハンス・カストルプに開けたことを。そし

て，この 菩提樹 への愛着のなかにこそ小説の真の核心が潜み，この危険な爆発物を埋め込むためにこそ時間小

説という形式が必要だったことを。だがそのことが説得力をもつためにはさらなる物語が必要になる。前章に続

く 大いなる苛立ち>では，霊の世界とトランス状態への語り手の関心を受けて，ベルクホーフにおける霊Geistと

悪霊Damonの秘密に深入りしていくハンス・カストルプを描き出す。 快き調べの豊饒>の節で，この小説にとっ

ての核心をなす 菩提樹 をめぐる愛と死の倒錯関係を読み手に突きつけた後で，いったい何ゆえにこれほどまで

に非本質的と思われるデタイユが詳述されるのであろうか。語り手には，クライマックスの後にこれほどネガティ

ブな描写を続ける理由があったのであろうか。語り手は，エーリヒ・ヘラーの指摘するごとく，「リアリズム小説

の伝統的形式を維持」するという基本路線に基づきながらそれを自在に超え出る。そしてこの章では，ハンス・カ

魔法山に響く菩提樹



ストルプが「教養旅行者der Bildungsreisende」と呼ばれ，人々の心を 霊>が支配していく過程を，トランス状態

を求める人々の無邪気さを，研究するstudierenに至る。語り手の冷静さが物語の構成要素としてのこの場面に対

する思い入れの度合いをおのずから物語るとすれば，読み手の判断には何の困難もない。そしてこの霊と悪霊に

触発されるように，病的な 苛立ち>が伝染してついにはいくつかの決闘という事態に至る。その際語り手はもう

一人の導き手であるナフタを自殺に追い込むが，それはナフタが何かを肯定することによってその思想を展開す

ることのない，いわば否定する精神そのものであったことの論理的帰結のように思われる。そして最後の節 雷の

一撃Donnerschlag>の最初の言葉が「七年間」であった。語り手がこれまで姑息にもJahrchenとしか表現しな

かった不透明な時間が驚くべき明瞭さで，しかも冒頭に置かれることによってその特権的な地位を誇示しつつ読

み手を圧倒する。

解

の成長はほとんど目に見えないが，時間もそのようにしか感じることしかできない。ここで

時間の経過を視覚的に表すために用いられた「

な

」は，魔法から解放されるハンス・カストルプを表現するために

もう一度無視できない役割を果たすことになる。懐中時計もカレンダーも打ち棄てたままにしたハンス・カスト

ルプ，語り手は彼のそうした時間への無感覚を「自由」のためだった，と説明する。語り手は「密封された魔法her-

metischer Zauber」と「錬金術的冒険」というキーワードを駆使して彼の無為を際立たせる。音楽小説の様相を呈す

ほど音響メディアに没入したハンス・カストルプが，今はこのように感覚を失って封印されたままにさせられる

理由を，読み手は訝しく思う。七度目の夏がめぐってきても，語り手は「彼はそれを知らない」と彼の無感覚に注

意を促しさえしている。そして突然，「大地の根底を震撼させる，歴史的な雷の一撃」が，「魔法山を打ち砕き，冬

眠鼠Siebenschlaferを魔法山の外へと連れ出す」。ここでは語りの時制が現在形へと変わり，語り手の風雲急を告

げる姿勢が鮮明になる。七聖人を起源とするSiebenschlaferという由緒正しい言葉がハンス・カストルプに転用

されたため，彼は七年間惰眠をむさぼっていたことにされてしまう。読み手はすぐに感得するであろう，錬金術

的教育によって鍛えられたはずのハンス・カストルプに対する語り手のこの冷酷さは，最後の段階への準備であ

ることを。そしてハンス・カストルプは，「密封された魔法」の世界に侵入した雷鳴についての知識をまたもや師

セッテンブリーニから与えられる。語り手は，ハープスブルク支配に対しては一貫して批判的態度をとり続ける

ハンス・カストルプの師を通じて，下の世界で起こりつつある一連の出来事を再現する。Siebenschlaferとは誰

のことなのか。「侯爵殺害」は「誰にとっても嵐の予兆だった，ドイツのSiebenschlaferたちを除いて」。語り手は

この世界史的大事件の渦に曝されたはじめたハンス・カストルプをSiebenschlaferと呼ぶばかりではなく，この

呼称をドイツ人一般にも適用したのである。語り手は呼称をハンス・カストルプに戻した後で今一度，単数形の

Siebenschlaferに回帰する。

彼を襲うこ

寝ていた冬眠鼠は眠い眼をこすりながら立ち上がる。その後の経緯を描

写するにあたって語り手はわざわざ意思表明する，「彼の心の動きを正しく判断するために，我々はその形姿を最

後まで導いていこう」。これほど摩訶不思議な釈明があろうか。これ以外に語り手のなすべきことがありうるはず

もないのである。といってもハンス・カストルプが師に別れを告げるまでの時間はほとんど残されていないので

あるが。ハンス・カストルプは「己が魔法を解かれ，救済され，解放されているのを見た」。何からかは語られな

い。彼を

よ

放したのが「根元的な外力elementare Außenmachte」であり，この外力にとっては彼の解放など些細

なことにすぎ

と

い。それでも彼の小さな運命のなかには「彼個人に対して意図された善意と正義，つまり神の善意

と正義のいくばくかが表現されている」のではないか。そしてついにハンス・カストルプは「罪ある厄介息子sun-

diges Sorgenkind」，さらに「罪人Sunder」と呼ばれる。人生は「罪ある厄介息子」をもう一度受け入れるのである

が，それは「試練Heimsuchung」としてである。そして試練は生命を意味するのではなく，この罪ある者のために

鳴らされる三発の礼砲を意味する。魔法山も「罪の山Sundenberg」と言い換えられる。

語り手は，ハンス・カストルプのその後の運命を注意深く，冷酷に告げ知らせている。

戦う」

語

い

の苛酷な運

命は神の善意と正義によるものだ，と。「彼の心の動きを正しく判断するために」と語り手は物語を紡ぎ続ける目

的を明らかにした。ところが，「彼の心の動き」は寸毫も垣間見ることができない。全てをみそなわす視点からの

マクロな総括が記述されるばかりである。罪と試練，善意と正義が彼を動かしている。しかし，

は

り手にとって

これ以外の語り方はありえなかった。語り手は，もはや彼の内面に立ち入ることはしない。魔法山の圏外に放逐

されたハンス・カストルプの「心の動き」

か

，彼が自発的に示す行為に

の

ってしか表すことができないのである。

最後にセッテンブリーニが「神々がそう定めたのです」と，「君の同胞たちの真っただ中で

たのだ

で

ら

う「仕事」へと

旅立とうとする愛弟子を送り出す。「血が君を結びつけるところ へ勇敢に戦え 」と。語り手はすでに死者

て

の儀

礼として礼砲を鳴らそうとし によっー ，，セッテンブリ トニの餞 死言葉 カスン ルプハ がス・ す戦

草

草

草のなかで
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ることは確実なのである。読み手は思い出さざるをえない，ハンス・カストルプがいずれ魔法歌曲のために死ぬ

ことはすでに予告されていたことを。

最終場面で語り手は，語り手以外の全ての容喙者を締め出す。ハンス・カストルプを魔法山から追放するにあ

たって，語り手は超越的な審級を呼び出すしかなかった。そのようにして語り手は砲弾の飛び交う戦場に語りの

最後の場所を求め，ゆっくりとフェードインしていく。しかし語り手である「我々は道端の憶病な影であり，影の

安全を恥ずかしく思っている」。そしてこの語りが全てを説明しつくす最高原理に導かれていることを明かす，「物

語の精神」に。「物語の精神」は，大勢の兵士のうちに埋もれている「心優しい罪人」の「単純な顔を，視界から失う

前にもういちど見るために」，まるで戦場カメラマンのように兵士たちに付き添う。次々と倒れていく青年兵士た

ちをへめぐりながら，語り手はついにハンス・カストルプを見つけ出す。「なんと，彼は歌っている 」倒れ，ま

た起き上がりながら，彼はあの魔法歌曲を「我にもあらず」「無意識のうちに」歌っている，

まりにも目覚めてしまったドイツのSiebenschla-

f

。この接続法の歌詞を最後に口ずさみ，ハンス・カストルプは視界から

消えてゆく。こうして「我々は君の物語を最後まで語り終えた」。「我々が君の物語を語ったのは物語そのもののた

めであって君のためではない。君はシンプルだったから」。それでも「この物語が君の身に起こったのだから，君

はどこか抜け目がないes hinter den Ohren habenところもあったに違いない」。語り手が，この戦争について自

らの意見をこの場面での語りに反映する立場ではないことは明白である。しかし「君が引きずり込まれたこの邪悪

な舞踏会は，まだ幾年かの罪ある歳月のあいだ続く」とは 戦争は最後に「死の世界祭典」「激情の火炎」と呼ば

れ，そこからも「いつの日か愛が立ち昇るであろうか」と結ばれる。語り手を導く「物語の精神」は，わずかにここ

に語り手自身の価値判断を加味することを求めたのである。

ハンス・カストルプは， 菩提樹 という「歌曲の最良の息子」であった。この息子は「歌曲の魔力を克服すること

に彼の人生を費やし，死んでいく」，と，唇には「今はまだ語ることのできない愛という新しい言葉」を浮かべなが

ら死んでいく，と予告されていた。その予告がそのまま実現することによって，語り手は「君の物語を最後まで語

り終えた」のである。〝Der Zauberberg.Roman."は1924年に刊行された。しかし我々は知っている。この頃す

でに「魂の魔法」に仕えることによって，「この地上で強力なことを成し遂げる」政治勢力が台頭し，やがて世界を

圧服して「地上的な，あまりに地上的な王国」を築こうとすることを。 菩提樹 を口ずさみながら死んでいくハン

ス・カストルプは「愛と，心のなかの未来という新しい言葉」を生み出すために倒れる。この物語を語り終えた作

者は，現実の世界で「魂の魔法」が巻き起こしていく熱狂に素手で立ち向かっていく。死の祭典と激情の火炎が，

ハンス・カストルプを襲ったのとは比較にならない凄絶さで，あ

her Verlag,Frankfurt am Main 1974

本

erによって惹き起こされるのを見てしまったトーマス・マン。彼のその後の行動こそ「愛と，心のなかの未来と

いう新しい言葉」を生み出そうとする努力であった。彼もハンス・カストルプと同じように「シンプル」でありなが

ら，耳の後ろにそれをもっていたのであろうか。
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